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『
南
北
朝
期
公
武
関
係
史
の
研
究
』

　
本
書
は
、
従
来
研
究
の
進
展
か
ら
と
り
残
さ
れ

が
ち
で
あ
っ
た
王
朝
政
権
な
い
し
公
武
関
係
を
、

鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
の
展
開
を
中
心
に
詳
説
し

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
著
者
が
「
は
し
が
き
」

で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
期
以
来
の
南
朝

重
視
、
北
朝
軽
視
の
風
潮
や
明
治
末
年
以
来
の
南

北
朝
正
難
論
の
展
開
を
批
判
し
、
北
朝
を
研
究
の

孝
心
に
据
え
た
公
武
関
係
史
を
意
図
し
た
と
こ
ろ

に
、
本
書
の
大
き
な
特
色
が
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
南
北
朝
成
立
前
史
と
し
て
、
鎌

倉
末
の
王
朝
政
権
の
状
況
が
述
べ
ら
れ
る
。
籠
二

簾
で
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
御
事
書
＃
目
安

案
』
の
紹
介
を
通
し
て
、
「
文
保
の
和
談
」
に
よ
っ

て
政
権
を
移
譲
さ
せ
ら
れ
、
沈
論
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
持
明
院
統
器
か
、
煎
楓
極
的
に
幕
府
へ
接
近
し
た

こ
と
を
論
証
す
る
。
第
二
節
で
は
、
大
覚
寺
統
の

後
醍
醐
前
期
親
政
の
性
格
を
、
記
録
所
の
活
動
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

後
醍
醐
は
自
ら
の
近
臣
を
記
録
所
に
結
集
し
、
強

固
な
官
僚
組
織
を
作
り
上
げ
、
こ
れ
を
人
的
基
盤

に
し
た
洛
中
支
配
を
政
治
の
眼
目
と
し
た
。
洛
中

支
配
の
強
化
は
、
そ
こ
に
密
集
す
る
諸
権
門
の
制

圧
を
意
味
し
、
更
に
は
鎌
倉
幕
府
の
討
伐
ま
で
行

き
着
く
性
格
を
持
つ
。
こ
う
し
て
王
朝
政
権
の
二

つ
の
対
照
的
な
方
向
の
う
ち
、
前
者
は
の
ち
の
南

北
朝
期
に
お
け
る
北
朝
の
基
本
的
性
格
へ
と
発
展

し
、
後
者
は
建
武
新
制
を
誕
生
さ
せ
る
。

　
第
二
章
は
建
武
政
権
の
分
析
で
あ
る
。
第
一
節

で
は
『
建
武
記
』
の
史
料
的
特
質
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
の
立
案
、
施
行
を
通
し

た
政
治
過
程
を
具
体
的
に
分
析
す
る
。
元
弘
三
年

（
二
二
三
一
二
）
に
成
立
し
た
建
武
政
権
は
、
所
務

濫
妨
の
停
止
、
本
領
・
当
知
行
地
安
堵
を
基
本
方

針
と
し
つ
つ
、
記
録
所
に
そ
の
処
理
を
命
じ
た
が
、

誤
審
が
続
出
し
政
策
の
混
乱
を
招
く
。
体
制
を
維

持
す
る
た
め
、
後
醍
醐
は
元
弘
三
年
九
月
に
所
務

濫
妨
の
管
轄
機
関
と
し
て
の
雑
訴
決
断
所
を
新
設

す
る
が
、
翌
建
武
元
年
に
な
る
と
混
乱
を
収
拾
す

る
た
め
、
決
断
所
は
急
速
に
整
備
さ
れ
、
記
録
所

の
所
轄
範
囲
は
逆
に
大
幅
削
減
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
、
政
権
は
相
対
的
安
定
期
を
む
か
え
た
と
述
べ

ら
れ
る
。
第
二
節
で
は
、
ま
ず
雑
訴
決
断
所
の
成

立
時
期
、
構
成
、
機
能
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
中

で
、
決
断
所
の
設
置
が
元
弘
三
年
九
月
十
日
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
定
さ
れ
、
後
醍
醐
が
決
断
所
の
権

限
を
強
化
さ
せ
つ
つ
も
、
そ
の
独
走
を
許
さ
ず
、

伝
奏
を
通
し
た
間
接
的
掌
握
を
怠
ら
な
か
っ
た
実

体
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に
記
録
所
、
恩
賞

方
、
当
所
、
武
者
所
、
検
非
違
使
庁
の
個
別
分
析
．

が
詳
細
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
北
朝
の
政
務
運
営
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
第
一
節
か
ら
第
四
節
ま
で
は
、
光
厳
院

政
か
ら
後
円
融
院
政
に
至
る
叙
述
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
光
力
院
政
を
雑
訴
法
の
整
備
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
王
朝
訴
訟
制
度
の
ピ
ー
ク

と
し
て
高
く
評
価
し
、
そ
の
運
営
は
、
文
殿
の
す

ぐ
れ
た
翻
訳
機
能
を
墓
盤
に
し
、
訴
訟
一
件
の
担

当
奉
行
と
し
て
活
動
す
る
伝
奏
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ

て
担
わ
れ
て
い
た
と
と
く
。
こ
れ
に
対
し
、
足
利

尊
氏
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
後
光
厳
天
皇
の
親
政

で
は
、
政
務
機
構
は
統
合
、
縮
小
さ
れ
、
以
後
訴

訟
処
理
に
つ
い
て
、
公
家
の
武
家
へ
の
依
存
態
勢

が
鮮
明
と
な
り
、
後
円
融
親
政
で
は
雑
訴
沙
汰
や

記
録
所
の
制
度
は
廃
絶
の
瀬
戸
際
に
至
る
と
分
析

し
て
い
る
。
第
五
節
で
は
、
検
非
違
使
庁
の
衰
滅

過
程
を
時
期
を
逐
っ
て
論
証
し
、
幕
府
の
京
都
市

政
権
獲
得
が
、
都
市
民
支
配
↓
土
地
支
配
↓
商
業

支
配
の
順
序
で
進
行
し
た
と
す
る
佐
藤
進
一
氏
の

説
を
裏
面
か
ら
実
証
し
て
い
る
。
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第
四
章
は
、
北
朝
と
室
町
幕
府
の
関
係
を
、
三

章
ま
で
の
分
析
を
前
提
と
し
て
描
い
た
部
分
で
あ

り
、
本
書
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
第
一
節

で
は
、
ま
ず
光
厳
院
政
期
、
幕
府
側
で
い
え
ば
開

幕
～
観
応
の
擾
乱
の
時
期
、
幕
府
支
配
機
構
の
不

安
定
か
ら
、
幕
府
が
王
朝
政
権
の
維
持
、
存
続
を

積
極
的
に
容
認
し
、
公
家
訴
訟
制
度
の
整
備
が
は

か
ら
れ
た
と
述
べ
る
。
後
光
厳
親
政
期
に
至
る
と
、

西
園
寺
実
俊
が
鎌
倉
期
の
関
東
申
次
の
後
身
た
る

「
武
家
執
奏
」
に
就
任
し
た
こ
と
と
勅
裁
伝
達
文

書
の
宛
所
が
将
軍
に
な
っ
た
こ
と
で
、
公
武
の
交

渉
窓
口
が
確
定
し
、
幕
府
の
王
朝
政
権
に
対
す
る

口
入
も
著
し
く
な
る
。
こ
の
傾
向
は
、
後
円
融
親

政
前
期
、
つ
ま
り
細
川
密
命
管
領
時
代
ま
で
は
継

続
す
る
が
、
斯
波
義
将
が
管
領
に
就
任
し
た
康
暦

元
年
（
＝
一
一
七
九
）
を
境
と
し
て
再
び
大
き
く
変

化
し
、
永
徳
年
間
（
＝
二
八
一
～
八
四
）
を
最
後

に
「
武
家
執
奏
」
西
園
寺
実
俊
の
活
動
が
消
滅
す

る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
王
朝
権
力
の
主
要

部
分
は
幕
府
に
接
収
さ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。
第

二
節
で
は
、
後
円
融
院
政
期
に
は
実
質
上
王
朝
接

収
を
終
え
た
義
満
政
権
が
、
「
武
家
」
伝
奏
万
里

小
路
無
二
を
介
し
て
公
家
支
配
を
行
う
状
況
を
述

べ
、
鎌
倉
幕
府
以
来
の
東
国
政
権
的
性
格
の
払
拭

を
達
成
し
た
室
町
幕
府
の
姿
を
描
い
て
い
る
。

　
以
上
、
概
略
を
紹
介
し
た
が
、
本
書
の
最
大
の

成
果
は
、
関
係
史
料
の
博
捜
と
綿
密
な
考
証
に
よ

り
、
王
朝
側
を
中
心
と
し
た
鎌
倉
面
諭
北
朝
政
治

制
度
の
基
礎
的
な
事
実
を
か
な
り
の
水
準
ま
で
明

ら
か
に
し
え
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
研
究
史
の

整
理
や
史
料
の
解
釈
、
考
証
の
過
程
を
熟
読
し
、

一
つ
ず
つ
吟
味
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
問
題
が
発
見
さ
れ
、
中
世
国
家
史
研
究
を
前
進

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
秘
か
な
自
信
を

わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
る
一
書
で
あ
る
。
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江
口
圭
一
編
著

『
資
料
　
日
中
戦
争
期
阿
片
政
策
』

　
日
中
戦
争
に
関
す
る
著
作
は
数
多
く
出
版
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
侵
略
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的

な
実
証
作
業
は
、
い
ま
だ
に
不
十
分
な
点
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。
中
国
大
陸
を
中
心
と
し
た
日
本

の
阿
片
政
策
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
阿
片
は
国
際

条
約
お
よ
び
中
国
の
國
内
法
に
規
定
さ
れ
た
禁
制

品
で
あ
り
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
も
、
こ
の
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
敗
戦

の
結
果
、
阿
片
問
題
に
関
す
る
資
料
は
散
侠
し
た

り
意
図
的
に
隠
滅
さ
れ
、
こ
の
解
明
は
日
本
側
の

一
次
資
料
の
欠
如
に
よ
り
、
き
わ
め
て
不
十
分
な

状
況
で
あ
っ
た
。

　
江
口
氏
は
、
一
九
四
一
年
六
月
か
ら
四
二
年
一

〇
月
ま
で
蒙
古
連
合
自
治
政
府
経
済
部
次
長
（
満

州
国
の
場
合
と
同
様
に
事
実
上
の
長
官
）
の
職
に

　
　
　
　
　
て
る
ふ
　
じ

あ
っ
た
沼
野
英
不
二
が
職
務
上
所
持
し
て
い
た
文

書
を
、
東
京
の
古
書
店
の
目
録
か
ら
偶
然
に
知
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
き
よ
う

そ
の
中
に
蒙
古
連
合
自
治
政
府
（
い
わ
ゆ
る
蒙
彊

政
権
）
の
阿
片
政
策
に
関
す
る
相
当
数
の
一
次
資

料
を
発
見
し
入
手
し
た
。
そ
れ
に
関
連
資
料
を
加

え
て
編
集
し
た
も
の
が
こ
の
資
料
集
で
あ
る
。
蒙

彌
政
権
は
、
日
本
の
全
中
国
占
領
地
に
お
け
る
阿

片
の
主
要
供
給
者
で
あ
り
、
こ
の
資
料
集
は
、
一

五
年
戦
争
下
に
お
け
る
日
本
の
中
国
で
の
阿
片
政

策
を
示
す
一
次
資
料
を
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
初
め

て
発
見
し
出
版
す
る
と
い
う
意
味
で
も
き
わ
め
て

意
義
深
い
。

　
資
料
集
の
構
成
は
、
第
一
部
が
江
口
氏
の
詳
細

な
解
説
「
日
中
戦
争
と
阿
片
」
（
一
～
一
七
一
頁
）
、

第
二
部
が
資
料
「
阿
片
関
係
文
書
」
（
一
七
四
～
六

六
二
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
解
説
は
、
解
説
と
い

う
よ
り
雄
踏
政
権
と
阿
片
政
策
に
関
す
る
長
大
な

論
文
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
く
、
・
蒙
彊
政
権
や
阿
片
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